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膚科,泌 尿器科開設に尽力せられた.然 るに大正6年 に至 り奉天医院の皮膚科 も完備し南
満医学堂教授兼奉天医院皮膚科医長に太田正雄氏(前 東大教授)が就任せらるるや塙医長
は再び大連医院皮膚科医長専務 となられた.大 正9年6月 塙医長辞任して東京市内に開業



















誠一博士が代理として着任せられ,辞 任後,帰 国して大阪市に開業せられた.私 は欧米 よ
り帰朝するや予ねて新築に着手して居た大連医院も落成し,移転を完了した.抑 も大連医
院は初代満鉄総裁後藤新平子爵によつて創案 されたものが(1907)約20年後の大正15年に



















眼鏡にも比敵せらるべきもので,泌尿器科疾患の多 くのものに必要があるばか りでな く此
装置が泌尿器科内にないために患者に与うる苦痛の甚大さを考うるとき泌尿器科 と此装置
とは決して切 り離 して考えられないものである.た とえ病院 としては中央X線方式を取ら
るるにしても,泌尿器科だけには特別に此装置を設置して貰 うことを病院 を経営せらるる
方汝にお願いしたい.然 して他方 これによつて泌尿器科が一段と進歩発達する所以でもあ
るのである.而して私が大連医院を去つた後は副医長松見一男君が医長に昇任せられ終戦
を迎えられたのである.か くて吾が大連医院泌尿器科は明治40年4月に始まり,昭和20年
8月に終つたのである.
腎孟及び尿道撮影法に関する文献:東洋医学雑誌(大正13年5月),満州医学雑誌(3巻1号,
5巻5号,6巻1～2号,6巻4号)
